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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)

【公表番号】特表2019-531715(P2019-531715A)
【公表日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-511929(P2019-511929)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/6869   (2018.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/6869   　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｍ
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）および（ｂ）を含む、生体試料中の生体分子のｉｎ　ｓｉｔｕ検出又は同定に使
用するための方法：
　（ａ）（ｉ）相対的な三次元（３Ｄ）空間関係を有する生体分子を含む、第１の体積の
生体試料と、（ｉｉ）活性化剤と、（ｉｉｉ）付着部分と、を含む容器を用意すること；
　（ｂ）前記生体試料内に三次元マトリックスを形成すること、ここで、前記三次元マト
リックスは、前記三次元マトリックスに前記付着部分を介して結合した前記生体分子を含
み、前記三次元マトリックスは、前記生体試料中の前記生体分子の相対的な三次元空間的
関係を保存し、前記三次元マトリックスを形成する間に、電磁気刺激、電気化学的刺激、
又は熱刺激を含む刺激の印加により前記活性化剤が活性化され、前記第１の体積とは異な
る第２の体積を有する前記生体試料又はその派生物を提供する。
【請求項２】
　（ａ）において、前記容器が、活性化剤から分離する１又は複数のポリマー前駆体をさ
らに含み、（ｂ）において、前記三次元マトリックスは、前記１又は複数のポリマー前駆
体を用いて形成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記生体試料が、細胞又はその派生物である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記生体分子が、核酸分子、タンパク質分子又は小分子である、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記三次元マトリックスが、前記活性化剤の活性化により１．１～１０倍に膨潤する、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記三次元マトリックスが、前記活性化剤の活性化により収縮する、請求項１に記載の
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方法。
【請求項７】
　前記刺激が電磁刺激である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記活性化剤がキレート官能性を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記活性化剤がエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記生体分子の相対的な三次元空間的関係が、前記三次元マトリックスの膨潤又は収縮
により保存される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
 前記第２の体積が、前記第１の体積より大きい、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の体積が、前記第１の体積より小さい、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記付着部分が、反応性基を含むか、又は反応性基に作動可能に結合されている、請求
項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記付着部分が、アミン、チオール、アジド、アルキン、又はクリック反応性基を含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　（ｂ）に続いて、１又は複数の試薬を用いて前記生体分子を検出又は同定することを更
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記生体分子が、前記三次元マトリックス内で検出又は同定される、請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記１又は複数の試薬がプローブを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記プローブが核酸配列を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記プローブの核酸配列を検出することを更に含むことによって、前記生体分子を検出
又は同定する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　（ｉ）～（ｉｉｉ）を含む、請求項１に記載の方法：
（ｉ）刺激を印加することにより、前記活性化剤を活性化し、前記活性化剤の活性化によ
り前記三次元マトリックスが、前記第２の体積が前記第１の体積より大きくなるように膨
潤する、（ｉｉ）前記三次元マトリックスが膨潤した後、前記生体分子中のある生体分子
を同定すること、及び（ｉｉｉ）前記三次元マトリックスが、第２の体積より小さい第３
の体積に収縮するように追加の刺激を印加すること。
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